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「働き続けること」の意義を考えるキャリア教育授業実践の試み
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　本研究では、転職を題材とし「働き続けること」の意義について考えることをねらいとした授業を開発し、その成
果と課題を考察することを目的とする。現在、「7・5・3問題」といわれるように若者の早期離職の増加が問題視され
ている。この若者の早期離職がフリーター一やニートの増加の要因ともいわれており、キャリア教育として取り組まな
ければならないテーマの一つといえる。
　なお、本実践は企業と連携した授業実践を開発するNPO法人企業教育研究会の事業の一環として、株式会社リク
ルートエージェント及びリクルートワークス研究所の協力を得て、実施したものである。
キーワード：授業実践開発、キャリア教育、転職、転機、企業との連携
　　　　　　　　1．　問題の所在　　　　　　　　　ない。しかし、フリーターは正社員に比べて、会社から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の社会保障支援を受けられない、賃金が安い、マニュア
　本稿は、児童・生徒が、「働き続けること」の意義に　　ル通りで誰でもできる仕事を任されることがほとんど
ついて考えることをねらいとしたキャリア教育の授業　　で技能が身にっかないなどが考えられる。また正社員か
実践開発の試みを考察したものである。　　　　　　　　　らフリーターになるのは容易であるが、フリーターが正
　まずここでいう「働き続ける」とはどういうことか、　社員になることは困難な場合がある。’5さらに近年、家
また「働き続けること」の意義とは何か、にっいて考え　　賃も払えずインタ・一ネットカフェで生活をする「ネット
てみる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カフェ難民」の増化も問題視されている。6「ネットカ
　ここ最近、若者の早期離職が問題視されている。i7・　　フェ難民」は、インターネットで派遣のアルバイトを
5・3問題」とよばれ、大卒者の3割、高卒者の5割、　　転々として食いつないでいる。また健康保険に加入して
中卒者の7害ilが、就職後3年以内に離職している。1特　　おらず、病気になった時に十分な治療を受けられないも
に大卒者の早期離職率は、4割近くにまで高まっている。　　のや、その日限りの仕事をし続けていて、将来の不安を
　若者の早期離職を選択した理由をみると、職場環境が　　抱えているものが多い。
合わない、仕事内容が合わないなど、悲観的なものが多　　　このようにフリーターは、有職者よりもデメリットを
い。2しかし悲観的な理由で離職をしたとしても、転職　　受けることが多い。またニートは、就業機会もなく、教
に成功し、自分に合った就職先を見っけることができれ　　育や訓練も受けていないため、フリーターよりもさらに
ばよい。たとえ離職をしたとしても、必ずしもよい就職　　デメリットがあるといえる。
先を見つけることができるとは限らないが、それでもし　　　このような場合、有職者が、現職に納得がいかず離職
ぶとく求人情報を探していればいっか職が見つける可　　を選択したとしても、その後簡単に有職者として働くこ
能性はある。　　　　　　　　　　　　　　　．　　’　とをやめてしまわないようにすることが重要になって
　問題は、いったん就職してもすぐに離職し、定職に就　　くる。
かずアルバイトで暮らすフリーターや教育や訓練も受　　　そこで本稿では、「働き続けることiとは、たとえ転
けておらず、就業もしていないニート3になってしまう　　職をしたとしても、再度有職者となり、働き続けること
若者が増えている4ことである。、　　　　　　　　　　とし、転職を例にして、生徒が「働き続けること」の意
　もちろんフリーターやニートが一概に悪いとはいえ　　義にっいていかに考えられるかを考察するm
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　転職を今回の授業の題材として取り上げたのは、転職　　っっも転職のみに特化せず、それを人生の転機の一っと
を「働き続けること」の手段の一つとして意味づけ、「働　　とらえ、児童・生徒が自らの人生について、特に転機に
き続けること」について、その意義を考えることが可能　　っいて考えることをねらいとした授業を行うこととす
になると判断したからである。　　　　　　　　　　　　る。
　キャリア教育が必要とされる背景には、フリーターや
ニートの増加などの社会問題があげられる。もちろんキ　　　　　3．　「人生転機グラフJLについて
ヤリア教育は、一概に就業問題に特化して取り組む教育
とはいえないが、キャリア教育の一つの取り組みとして、　　本授業では、生徒への事前課題として、「人生転機グ
本実践授業を行うべきであることは十分にいえるだろ　　ラフ」を宿題として書かせた。（図1参照）。
う。
2．転機を題材とした授業を行う
　ここまでは、「働き続けること」について述べてきた
が、転職を直接題材として授業づくりを行うのは難しい。
まだ就職もしていない児童・生徒に転職を題材とした授
業を行っても理解が難しく、実感をもつことが難しいか
らだ。そこで別のアプローチがないか検討した。
　そこで転職を一つの人生の転機ととらえ、転職も含め
た人生の転機とどう向き合い、転機をどう自分の人生に
活かしていくかについて考えることで「働き続けるこ
と」へ関心を持ち、その意義を考えることがより身近に
できるのではないかと考えた。そのため、転職を扱いっ
つ、転機へと目を向けていくように授業を開発すること
にした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　図1　人生転機グラフ例
　転機を活かしてキャリアを形成していくことについ
ては、キャリアカウンセリングの手法として用いられる　　　この「人生転機グラフ」とは、自分の人生を振り返り、
ことがある。吟回はそのキャリアカウンセリングの理　　どのような人生を歩んできたかを書き表すものであり、
論を参考にした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　右から左へ年齢に沿って、人生をグラフで表現するもの
　特に参考にしたのは、アメリカのキャリアカウンセラ　　である。人生を数直線で表現し、曲線が上に行くほど「う
一であるクランボルツの理論である。クランボルツは、　　まくいっている時、うれしい、楽しい時」とし、下に行
転機とキャリアとの関係において、8「数百人に上るビ　　くほど「うまくいっていない時、苦労している時」を表
ジネスパーソンのキャリアを分析した結果、キャリアの　　すようになっている。また、曲線が大きく変化する時に、
八〇％は予期しない偶然の出来事によって形成される」　　どのような転機があったのかも書くようになっているe
ということを分析し、計画的にキャリアを形成すること　　　自分の人生を振り返る上でグラフ化する手法は、キャ
まりも、偶然の転機を活かしてキャリアを形成していく　　リアカウンセリングで使われることがあるe例えば、キ
ことの重要性を提唱している。　　　　　　　　　　　　　ヤリアカウンセラーの小島は、「転機を中心に自分の人
　偶然の転機を活かしてキャリアを形成していくため　　生を振り返ることで、自分の興味を知り、そこから自分
には、偶然の転機と出会ったときにそれをチャンスに変　　のやりたいことが見つかるきっかけになるかもしれな
えられるように準備をしておくこと、また普段から主体　　い」9と述べ、転機を中心に人生をグラフ化する手法を
的に行動することが重要であるとクランボルツは述べ　　，取り入れている。
ているが、これは仕事だけではなく、人生全体に当ては　　　今回、筆者はこの「人生転機グラフ」を、特に何も参
まることであろうe「働き続けること」ができるように　　考にせずに考案し、同様のものがキャリアカウンセリン
なるためには、良い出来事でも悪い出来事でもその偶然　　グの手法として使用されていることは授業実施後に知
の転機をうまく活かして次のキャリアを設計していく　　った。今回は、キャリアにっいて強く悩んではいない中
ことが大切である。そのためには、転機に出会・ったとき　　学生や高校生を対象に、この「人生転機グラフ」を用い
にそれを良い方向に活かせるような準備、心構えを常に　　て授業を行ったが、その成果としては、カウンセリング
しておくことが必要となる。　　　　　　　　　　　　　における本来の目的である自分の興味・閲心に生徒が気
　以上のことを踏まえて、本授業では、転職を題材にし　　づけただけでなく、生徒が人生に対して前向きになった
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ことや講師としてともに授業を行う社会人が自身の仕
事内容や生き様、仕事のやりがいなどを生徒に紹介する　　　⑤講師の人生転機グラフを紹介した。（図3参照）講
際に話しやすいなど、予想していなかった成果が得られ　　　　師からは、真剣に行っていたことはいつか役に立つ、
た。これに関しては後ほど述べることとするが、このf人　　　　子どもの頃の経験は今の仕事にっながっているこ
生転機グラフ」を用いる意義が十分あることがわかった。　　　　となど、講師の人生を振り返りお話話していただい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　　　　　　4．本授業の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥最後に、中学生ならほぼ全員が経験するであろう高
　筆者は、、これまで二っの中学校、一っの高等学校と計　　　　校受験という転機をむかえるにあたって、今できる
3校で本実践を行った。もちろん児童・生徒の発達段階　　　　ことは何かを考えた。
に応じて、授業内容を多少変更して行っている。
　なお、本実践は企業と連携した授業実践を開発する　　　以上が中学2年生に行った授業の流れである。ちなみ
NPO法人企業教育研究会の事業の一環として、株式会　　に高校2年生に行った際も、基本的には同様の流れで授
　　　　　　　　　　　　s社リクルートエージェントの協力の元、実施された。以　　業を行った。しかし、より就職に近い年代であったこと
下、紹介するのは中学2年生を対象に行った実践である。　から就職と学歴の関係、高校時に身にっけられる「社会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人基礎力」などについて、「若者の早期離職問題」を解
　単元名：「働き続けることの意義に？いて考える」　　　説する際に合わせて話してもらった。
　教科　：総合的な学習の時間
　時間　：50分×2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．本実践の成果と課題
　学年　：2年生
　実施日1平成18年3E22日（水）　　　　　　　　5．1．本実践の成果
　ねらい1働き続けることの意義について考える。また　　　今回は中学2年生に向けて行った授業の成果とii果題
　　　　　人生の転機を活かすことが重要であること　　について考察する。ねらいの一つであった人生の転機に
　　　　　を知る　　　　　　　　　　　　　　　，　ついて考えられた点に加えて、ねらいとして意図してい
　講師　：株式会社リクルートエージェント　　　　　　　なかった点で大きな成果を得ることができた。反対に課
　　　　　システムエンジニアの仕事をしている方　　　　題は、当初考えていた授業のねらいが十分に達成できな
　事前課題：「人生転機グラフ（別紙参照）を書く」　　　かったので、授業のねらいが達成できるよう指導案を改
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　善することである。以下、本授業を実施しての成果と課
　①まず講師から、転職とは何か、どのくらいの人が転　　題を順に書いていくこととするa
　　職を経験しているのかなど、転職にっいて説明をし　　　まず成果は三つある。一つ目は、生徒たちがお互いの
　　てもらった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「転機グラフ」を見せあうことで、自分以外も皆つらい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経験をしているということを認識し、また誰もがそのつ
　②次に、黒板に「7・5・3」と書き、何を表す数宇か　　らい経験を乗り切ることができることを知り、前向きに
　　生徒に考えさせ、その後「若者の早期離職率」であ　　なったことである。これは社会人の転機グラフを見るこ
　　ることを伝え、「7・5・3問題」について解説を行　　とで、よりいっそう感じたようである。授業後のアンケ
　　った。またその際に、転職者の増加も関係している　　一トを見ると、「どんな人も皆失敗するし、やりたかっ
　　ことも同時に伝えた。　　　　　　　　　　　　　　たことができなくなっても、また次にやりたいことがで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きる。ということがわかって、少し自信がっいた。」、1人
　③実際にどのような転職の例hSあるのか、クイズを交　　生って上がったり下がったりが続いて初めて『道』が築
　　えて紹介した．（図2参照）また活動終了後、塒　かれるんだね！」などが書h・れており・以前よりも前向
　　問目のまとめとして、転職を人生の一つの転機とし　　きになったという記述が見られる。一＝れは人生の流れか
　　て考えることを生徒に伝え、2時間目では自分たち　　ら落ち込んだ時期を視覚で見ることができたこと、自分
　　の転機、そして大人の転機にはどのようなものがあ　　以外もつらい経験をしていることを知ったこと、自分の
　　るかを見ていくことを伝えた。　　　　　　　　　　っらかった時期を人に紹介することができたことが要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因であろう。
　④事前課題として生徒に作成させておいた「人生転機　　　出来事の一部分だけを言葉のみで紹介することは、説
　　グラフ」を手元に用意させ、生徒同士で紹介させた。　　明する方にとって説明が難しく負担となる。また言葉の
　　そして数人の生徒には、全員の前で発表をしてもら　　みで説明を聞いている方にとってもイメージを持ちに
　　った。　　　　　　　　　　くくわかりにくい・そこで姓転機グラフを用いて・人
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生全体の流れから人生の出来事を紹介することで、その
人の嬉しかったことやっらかったことが伝わりやすく、　　5．2．本実践の課題
また紹介するほうもうまく説明することができた。これ　　　では次に課題について述べることとする。まずは本授
によって、どのような人にもつらいことがあるが、どん　　業のねらいの一つであった「働き続けることの意義にっ
なことでも乗り切ることが可能であると思い、前向きな　　いて考える」ことが充分達成できたとは言えないことで
気持ちになったようである。　　　　　　　　　　　　ある。要因として考えられることは2点ある。
　二点目は、「子どもの頃の経験も含めて一生懸命やっ　　　　一つ目は離職の問題は説明できたが、「働き続ける」
ていたことはいつか役に立っことがある」ということを、　とどのようなよいことがあるのかを説明できていなか
生徒が実感できたことである。授業後の感想で「生きて　　った点だ。
きた中の一つ一つが将来につながっていくということ　　　二つ目は、一つ目の理由とも関係あるが、2時間目に
を大事にしていきたい。これを機に色々なことを挑戦し　　行った「人生転機グラフ」の印象が強く、人生の転機へ
ていきたい。自分の中の可能性を信じて、努力して、失　　生徒が注目したことである。筆者は、講師の「人生転機
敗して、生まれ変わり、生きていきたいと思う。」、「今　　グラフ」を紹介することで本授業のねらいが達成できる
まで受けてきた影響やこれから受ける影響が将来に役　　と考えていた。もちろん授業のねらいを多少達成できた
立つとよい。人生の転機はこれからもあると思うけれど、　点もあるが、感想からも直接ねらいを達成できたとはい
それも大事にしていきたい。」という記述が見られたが、　　えないことがわかる。今後は「転職」から「働き続ける
社会人の転機グラフを見ることで、このような感想を持　　こと」を考えられるよう、特に1時間目の流れを検討す
ったようである。今回講師を担当した方は「私はシステ　　ることとする。
ムエンジニアの仕事をしているが、システムエンジニア　　　もう一つの課題として、1時間目の終わりで行ったク
の仕事では数学とコンピュータをよく使い、子どもの頃　　イズにっいてである。ある人が転機を迎えた時にどのよ
からこの二つのことには興味があってそれが今の仕事　　うな行動をとったかをクイズで答えてもらうという内
にっながっている」と説明した。　　　　　　　　　　　容であるが、これの反省点は人生にあたかも正解がある
　数学については「もともと昔から好きだったが、中学　　ということを生徒に暗に示してしまったことである。こ
2年の時、たまたま本屋で東大の数学者の、数学者にっ　　れは講師から指摘を受けたことである。筆者自身は、そ
いて書かれている本を見つけて、そこに数学者の生きざ　　のような印象を与えるっもりはなかったが、結果的にな
まがたくさん書いてあった。それで数学は単なる数宇で　　ってしまったと反省している。これについても今後、教
はなく、人間味があるものだと知り、数学への見方が変　　授方法を工夫することで改善していくこととする。
わった。それからは例えば定理も覚えるのではなく、自
分で導きだしたなど取り組み方がかわった。」とのこと　　　　　　　　　6．参考資料
である。コンピュータについては、「小学校5年生の頃、
パソコンを買ってもらった。当時は珍しく、高価なもの　　6．1．授業で使用したスライド
だったので、すごく興味をもち、それ以来ずっとパソコ
il”をいじっていた。」とのことである。そしてその経験
が今も生きていて、システムエンジニアの仕事に就いた
と話した。このことが生徒に「子どもの頃の経験がいつ
か役に立つことがある」と伝わった要因であろう。
　三点目は、転機グラフを用いることによって、社会人
の仕事内容や歩んできた人生、仕事の苦労ややりがいを
わかりやすく生徒に伝えることができたことである。キ
ャリア教育の課題の一っに、ゲストティーチャーをいか
に効果的に紹介するかがあげられるだろう。問題なのは、
ゲストティーチャーが児童・生徒に対して話し慣れてい
ないことや話だけでは児童・生徒が仕事などについて想
像することが難しいため、ゲストティーチャーの職業観
や勤労観が伝わらないことである。今回「人生転機グラ
フ」を使ったことで、ゲストティーチャー自身が自分の
人生を順を追って話せたためにスムーズに説明するこ
とができ、また聞いている生徒側もビジュアルと合わせ
て闘けたため、理解しやすかったようである。
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Eて、みなlsんかカウンセラーだったらどうアドバイスなし3：すか．
ユ　rw外で培躍で舌ミ5仕駆畳すぐに媒すぺ轡です．
　題し、9った6すぐにやった｛まうがし、し、ですよ●」
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・色々なことを教えてもらってよかった。
・話を聞いていて、いつか自分に合った仕事を探せた
　らいいなあと思った。
・早く自分も働きたい。
・社会のことが色々わかって少し安心した。どんな人も
皆失敗するし、やりたかったことができなくなっても、
また次にやりたいことができる。ということがわかっ
て、少し自信がっいた。
・生きてきた中の一つ一つが将来につながっていくとい
　　図21時間目で使用したクイズ　　　　　　　　うことを大事にしていきたい。これを機に色々なこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を挑戦していきたい。自分の中の可能性を信じて、努
のっているとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力して・失敗して・生まれ変わり・生きていきたいと
　　　　　　　　　　，．、　　　　　　　　　　　　思う。
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
パソコン E　il・irTsu　n　　　’今まで受けてきた醗やこれから受ける影響が竺
　　　　　　　　　1　　1　　　　に役立っとよし㌔人生の転機はこれカ》らもあると思フ
ノ
／1
！o
if　iirTsu
りこ　　　　　　　　！
2f戊　　　13〔i
　　　t死んでじおうか　　　　　　　　、
　
一こんでいるとき　　U　　　カ、んだね1かった
　　　　　　　　　けれど、それも大事にしていきたい。
37年齢　　　　　・おもしろかったけど、疲れた。しかし、ためになっ
　　　　　　　　　た。いい授業でした。
　　　　　　　　・世の中、金だけじゃダメだってことを思い知った。人
　　　　　　　　　生って上がったり下がったりが続いて初めて「道」が
’　　一生懸命やったことは必頂後で役にMつ　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　．．L　　　　　　　　　t　u，　　　＿一　　　　　　築れる　　　知らな　　　。一　　　　　　（　　　　　　　　　　　・おもしろかった、川野さんの体験談。自分の将来役M
パソコン　：’・；　，K一数　　E’社’　、，　　　　　っと思う。
ノ1八・X，族’／　　’色々な縫をやるには友達力s’大竺んだなあと思い
。＿羊齢
’“@　　　　　　　しく働けるようになれたらいいなと思いました。
一、　　　　　　　・転職の話など色々聞くことができてよかった。自分が
　　　　　　　　　仕事に就く時には　自分に合っている仕事をしたいと
／　　　　　　　　ました。じっくり考えて自分に合っ仕事を捜して、楽
　　　　　　変えたいことは変えbれる
kこでi竃とき　仕事・・憐　　　思うようになりま二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・転職とか、色々な言葉を教えてもらった。就職は大変
　図3講師が紹介した人生転機グラフ　　　　　　　だとわかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・就職や転職は自分に合っているものや、やる気がない
6・2・生徒の感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とできない。今日の授業で、自分の将来について色々
°何事もチャレンジ精神が大事　　　　　　　　　　　　　と考えることができた。
°職業に就くことで・色々なことを得ることがわかつ　　　．自分のちょっとした活動で、未来が見えてくる。やっ
　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきたことが良いのか、悪いのか。後にならなきゃわ
・将来のことをよく考えなければいけないということが　　　　かんないけど、知っていて損はない。後悔しないよう
　わかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に選択したい。
°就職の難しさ・就職後の出来事など・色々わかりまし　　．転職のことがわかった。おもしろかったし、すごくわ
　た。結構おもしろかった。　　　　　　　　　　　　　　　かりやすかった。川野さんが結構すごい人なんだなと
’転職と言う言葉は・今までよくないイメージであった　　　感じました。
　けれど・そうでもないと思った。転職するのがイヤだ　　．仕事に関して、色々と学べてよかった。
　ということの理由で会社を辞めて・もっとイヤな仕事　　．「転機」と出会ってしまい、わからなくなった時は、
　になってしまった人の話を聞いて・欲張ることはよく　　　　「リクルート」に相談すればいいということがわかっ
　ないと思った。今・仕事に就いているということを大　　　た。「へこむ」こともあるけど、それを乗り越えるこ
　切に・むやみに転職しようとしてはいけないと思う。　　とができれば、「良い」こともあるということがわか
・知らないことがたくさんあって・とても勉強になつ　　　　った。
　た。　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　・今日の授業を聞いて、これから先やりたいことをや
・色々なことがたくさんあって・とても勉強になった。　　　ってみて、自分に合う職業をいつか見つけたいなと思
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いました。
・人には色々な転機があるんだなあと思った。自分にと
って何が大切なのか改めてわかった。すごくいい時間
だった。自分の将来について、もっと真剣に考えてみ
ようと思った。
・なかなか楽しかった。自分のやりたいことをもう一度
考えてみようと思った。
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